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各 位 

会 社 名 株式会社ダイドーリミテッド 

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員グループ COO 成瀬 功一郎 

コード番号 3205  (東証スタンダード・名証プレミア） 

問 合 せ 先 取締役上席執行役員グループ CFO  白子田 圭一 

（ TEL.： 03 – 3257 – 5022 ） 

 

株式取得（持分法適用会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社フィルムの株式9,000株の取得に係る契約を締結し、

同社を持分法適用関連会社とすることを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．株式取得の目的・理由 

当社は、中期経営計画において中長期的な企業価値向上に向けた施策として M&A や資本参加によ

る非連続的な成長の実現を掲げ、当社グループ事業・機能を補完し、企業価値向上に資する投資の

検討を行って参りました。 

株式会社フィルムは、都市型レディースファッションブランド「DOUBLE STANDARD CLOTHING」を

中心に、洗練された世界観と独創的な商品展開で、高い顧客ロイヤルティを確立している会社で

す。 

今般、株式会社フィルムの持つ独自のブランド力及び高い商品企画力と、当社グループの持つ事

業基盤・ネットワークを相互に活用する事で、両社の持続的な企業価値向上に資すると判断し、株

式の取得に至りました。当社は、株式会社フィルムの経営独自性を尊重しつつ、未来に向かって共

に歩む良きパートナーとして、互いの企業価値向上に努めて参ります。 

 

 

２．持分法適用関連会社となる会社の概要 

（１）商号 株式会社フィルム 

（２）所在地 東京都港区北青山二丁目 11 番３号Ｂ１ 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 滝野 雅久 

（４）事業内容 婦人服・紳士服・服飾雑貨の企画、製造、輸入及び販売 

（５）資本金 10 百万円 

（６）設立年月日 1977 年９月２日 

（７）大株主及び持株比率 滝野 雅久 100％ 

（８）上場会社と 

当該会社との間の 

関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

（９）当該会社の最近３年間の財政状態及び経営成績 

2023 年５月期 2024 年５月期 2025 年５月期 

純資産 896 百万円 1,043 百万円 1,098 百万円 



 

 

 

総資産 2,898 百万円 2,903 百万円 2,791 百万円 

１株当たり純資産 44,842 円 41 銭 52,173 円 01 銭 54,938 円 39 銭 

売上高 4,217 百万円 4,525 百万円 4,466 百万円 

営業利益 297 百万円 263 百万円 158 百万円 

経常利益 287 百万円 252 百万円 163 百万円 

当期純利益 228 百万円 176 百万円 85 百万円 

１株当たり当期純利益 11,403 円 07 銭 8,830 円 60 銭 4,265 円 38 銭 

１株当たり配当金 1,500 円 1,500 円 250 円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１）氏名 滝野 雅久（株式会社フィルム 代表取締役） 

（２）住所 
個人である相手方からの要請により、開示は差し控えさせて

いただきます。 

（３）上場会社と 

当該個人の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

 

４．取得株式数、取得価格及び取得前後の所有株式の状況 

（１）異動前の所有株式数 ０株 

（２）取得株式数 普通株式 9,000 株 

（３）取得対価 

個人である相手方からの要請により、開示は差し控えさせ

ていただきますが、公平性・妥当性を確保するため、外部専

門家による株式価値評価を参考に当社内で検討し、株式取

得の相手方との交渉を経て決定いたしました。 

（４）異動後の所有株式数 9,000 株（議決権所有割合：45％） 

 

５．日程 

（１）取締役会決議日 2026 年３月 27 日 

（２）契約締結日 2026 年３月 27 日 

（３）株式譲渡実行日 2026 年４月 15 日（予定） 

 

６．今後の見通し 

本株式取得が 2026 年３月期の当社連結業績に与える影響については精査中であり、開示すべき事項

が生じた場合には速やかに公表いたします。  

以 上 

 



©2026 DAIDOH LIMITED

本株式取得の目的および相乗効果創出のイメージ

◼ 2026年3月27日付で高単価・高品質アパレルブランド事業（レディース/メンズ）を手がける株式会社フィルムの株式譲受に関する契
約を締結し、当社の持分法適用関連会社とすることを決議

◼ フィルムが有する高感度のクリエイティブ力と、当社が有するテキスタイルからアパレルに至る事業領域のプラットフォームを掛け
合わせることによって、グローバル市場に向けて両社の顧客価値増大を実現

1

株式会社ダイドーリミテッド

グローバルブランドビジネス
プラットフォーム

クリエイティブ力/
業態開発力/商品企画力

◼ 新規出店（店舗開発）加速化

◼ 海外展開

◼ 経営および事業運営基盤強化 等

◼ ブルックス ブラザーズ等の当社グループの既存

ブランドに対する商品企画力強化

（特にレディス強化）

◼ ファッションビル等非百貨店販売チャネル強化 等

提携により
実現できること

掛け合わせる
両社の強み

- 株式取得
- 持分法適用会社化

株式会社フィルム

等
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当社事業ポートフォリオにおける本株式取得の位置付け

◼ 本株式取得により「ブランド追加」「企画強化」「チャネル強化」を実現。今後も追加のM&Aにより企業価値向上を加速化
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中国工場

販売
   （店舗/EC）

マーケ
 ティング

店舗開発
立地選定/

 物件開発
物流 製品製造 商品企画

ブランド
企画・開発

素材卸売素材製造素材企画

素材 アパレル 販売

アジア

欧米

日本

海
外

水平統合/
素材拡張

営業強化製造拡大

ｶﾃｺﾞﾘ拡張/
企画強化

チャネル強化ブランド
追加

製品ブランド化

製造拡大 営業強化水平統合/
素材拡張

機能強化 顧客獲得

アパレルブランド

本件における対象領域 M&A検討の方向性フィルム社事業/機能範囲

等
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株式会社フィルムの主要なブランド

◼ 洗練された世界観と独創的な商品展開で、高い顧客ロイヤルティを確立し、全国の主要百貨店や高感度ファッションビルに展開

3
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